
●
幼
児
対
象

　
（
市
内
の
年
中
・
年
長
の
幼
児
）

と　

き　

６
月
５
日
（
木
）
〜
７
月

24
日
（
木
）
の
毎
週
木
曜
で
全
８
回
、

午
後
２
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

申
込
期
限　

５
月
23
日
（
金
）

内　

容　

水
慣
れ
、
顔
つ
け
、
も
ぐ

る
、
泳
ぐ

●
小
学
生
対
象

　
（
市
内
の
25
ｍ
泳
げ
な
い
小
学
生
）

と　

き　

８
月
４
日
（
月
）
〜
８
月

11
日
（
月
）
の
全
８
回
、
正
午
〜
午

後
１
時

申
込
期
限　

７
月
25
日
（
金
）

内　

容　

顔
つ
け
、
も
ぐ
る
、
息
継

ぎ
、
ク
ロ
ー
ル

●
共
通
項
目

と
こ
ろ　

泗
水
Ｂ
＆
Ｇ

　
　
　
　

海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル　

参
加
費　

２
、０
０
０
円

募
集
人
員

　

そ
れ
ぞ
れ
で
20
人
（
先
着
順
）

指
導
員　

文
部
科
学
省
認
定
コ
ー
チ

　
　
　
　

坂
田
は
る
み

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

泗
水
分
室
教
育
課

　

菊
池
市
水
泳
協
会
で
は
、
菊
池
郡

市
に
在
住
す
る
幼
児
か
ら
小
学
生

（
４
〜
12
歳
）
ま
で
を
対
象
に
、
水

泳
指
導
を
通
じ
て
体
力
の
向
上
と
心

身
一
体
と
な
っ
た
健
全
育
成
を
目
指

し
、
菊
池
市
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

を
開
校
し
ま
す
。

練
習
日　

火
・
土
曜
日
（
週
２
回
）

期　

日　

６
月
３
日
（
火
）

　
　
　
　

〜
９
月
13
日
（
土
）

練
習
時
間　

午
後
５
時
20
分

　
　
　
　

〜
午
後
６
時
30
分

練
習
場
所　

菊
池
市
営
菊
池
プ
ー
ル

月
会
費　

一
人
３
、０
０
０
円
（
兄

弟
姉
妹
は
２
人
で
５
、０
０
０
円
）

※
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
と
し
て
入
会

時
に
一
人
５
０
０
円
を
別
に
徴
収

し
ま
す
。

指
導
者　

菊
池
市
水
泳
協
会
員

申
し
込
み
先　

菊
池
市
営
菊
池
プ
ー

ル
内
の
菊
池
市
水
泳
協
会
事
務
所
に

て
、５
月
21
日
（
水
）
〜
25
日
（
日
）

ま
で
の
午
後
５
時
30
分
〜
午
後
７
時

の
間
に
受
け
付
け
ま
す
。

●
ス
ク
ー
ル
指
導
員
募
集　

老
若
男

女
・
経
歴
を
問
わ
ず
、
生
徒
を
指

導
で
き
る
指
導
員
も
併
せ
て
募
集

し
て
い
ま
す
。
指
導
内
容
は
協
会

指
導
員
が
懇
切
丁
寧
に
教
え
ま
す

の
で
、
心
配
い
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
市
水
泳
協
会

　

和　

田

☎
０
８
０
（
５
２
０
２
）
４
７
５
４

　

桟
敷
野

☎
０
９
０
（
６
６
３
４
）
２
１
６
７

　

教
育
委
員
会
社
会
体
育
課
で
は
、

プ
ー
ル
監
視
員
を
次
の
通
り
募
集
し

ま
す
。

○
菊
池
市
営
菊
池
プ
ー
ル

期
間　

６
月
〜
７
月
は
土
・
日
。
７

月
20
日
（
土
）
〜
９
月
15
日
（
祝
）

は
シ
フ
ト
制
（
勤
務
日
は
応
相
談
）

募
集
人
員　

６
人
（
18
歳
以
上
の
男

女
）

○
菊
池
市
泗
水
Ｂ
＆
Ｇ

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

期
間　

６
月
３
日
（
火
）
〜
９
月
15

日
（
祝
）
の
シ
フ
ト
制
（
勤
務
日
は

応
相
談
）

募
集
人
員　

５
人
程
度
（
18
歳
以
上

の
男
女
）

○
菊
池
市
旭
志
Ｂ
＆
Ｇ

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

　

期
間　

６
月
３
日
（
火
）

　
　
　
　

〜
９
月
15
日
（
祝
）

募
集
人
員

•
受
付
員
１
人
（
シ
フ
ト
制
）

•
監
視
員
１
人
（
夏
休
み
期
間
中
の

７
月
19
日
（
土
）
〜
８
月
26
日（
火
））

○
共
通
事
項　

履
歴
書
を
持
参
の

上
、
５
月
14
日
（
水
）
ま
で
に
教

育
委
員
会
社
会
体
育
課
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
社
会
体
育
課

　

高
木
家
は
、
も
と
佐
々
木
姓
で
、

「
江
州
（
近
江
）
高た
か

城ぎ

」
の
出
身
、

軍
陣
方
の
笛
を
習
得
。
そ
の
後
、
姓

を
「
高
城
」
さ
ら
に
「
高
木
」
に

改
め
、
永
正
年
中
（
一
五
〇
四
〜

一
五
二
一
）
頃
、
菊
池
氏
に
仕
え
、

「
恒つ
ね

に
笛
を
挟は
さ

み
て
従
軍
」
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
菊
池
氏
滅
亡
後

は
浪
人
と
な
り
、
深
川
村
（
現
・
菊

池
市
深
川
）
に
居
住
し
て
い
ま
す
。

　

後
裔
の
高
木
與
五
郎
は
、「
軍
笛

八
曲
」
で
、
加
藤
忠
広
に
仕
え
、
そ

の
腕
前
は
笛
を
吹
け
ば
、
家
の
屋
根

瓦
が
忽た
ち
まち
堕
ち
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
忠
広
は
、
父
清
正
が
文
禄
・
慶

長
の
役
の
時
、
蔚う
る
さ
ん山
の
竹
で
製
し
た

笛（
漢
竹
の
笛
）を
與
五
郎
に
与
え
、

「
乱
舞
方
の
笛
」
の
稽け
い
こ古
を
命
じ
、

京
都
の
下
川
丹
斎
に
入
門
さ
せ
、
能

方
一
巻
の
笛
の
皆
伝
、
三
巻
の
秘
書

を
伝
授
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
笛
は

「
今
猶
其
の
家
に
伝
」
っ
て
い
ま
す
。

（『
菊
池
風
土
記
』）

　
加
藤
忠
広
の
改
易
後
、
肥
後
藩
に

入
封
し
た
細
川
忠
利
は
、
與
五
郎
の

笛
の
こ
と
を
耳
に
し
、
浪
人
分
十
人

扶
持
で
召
し
抱
え
、
治
兵
衛
（
次

兵
衛
）
に
改
名
さ
せ
ま
し
た
。
笛

の
名
声
は
、
後
水
尾
天
皇
（
在
位

一
六
一
一
〜
一
六
二
九
）
に
も
聞
こ

え
、
真
筆
の
扇
面
和
歌
「
諸
人
の
立

文
教
菊
池
の
人
々
（
江
戸
期
の
人
物
篇
）

シ
リ
ー
ズ
㉒

　

ぼ
く
は
昨
年
、
手
の
親
指
の
脱
だ
っ
き
ゅ
う臼

を
し
て
入
院
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き

の
こ
と
で
す
。
ぼ
く
は
、
病
院
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
る
階
で
、
車
イ
ス
の
お
年
寄
り
の

方
が
乗
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
す
る
と

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
い
た
お
兄

さ
ん
が
「
ち
っ
、
じ
ゃ
ま
っ
ち
ー
」

と
小
声
で
言
う
の
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
ケ

ガ
を
し
た
く
て
ケ
ガ
し
た
ん
じ
ゃ
な

い
の
に
な
ー
」
と
思
い
ま
し
た
。
な

ん
で
、
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
の
か
わ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ぼ
く
は
、
な

ん
だ
か
す
ご
く
気
分
が
悪
か
っ
た
で

す
。
お
兄
さ
ん
の
こ
と
を
悪
い
人
だ

と
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

逆
に
こ
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

松
葉
づ
え
で
歩
い
て
い
た
お
じ
さ
ん

が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
ろ
う
と
し
た

と
き
、
先
に
ぼ
く
と
い
っ
し
ょ
に
乗

り
あ
わ
せ
て
い
た
お
ば
さ
ん
が
、
ニ

コ
ニ
コ
し
て
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
て
く

れ
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
、
知
ら
な
い
人

ど
う
し
だ
っ
た
と
思
う
け
ど
、
そ
の

お
じ
さ
ん
は
松
葉
づ
え
を
つ
き
な
が

ら
、
安
心
し
た
表
情
で
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
に
乗
れ
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
こ
の
出
来
事
を
経
験
し

て
、
ぼ
く
の
ク
ラ
ス
の
友
だ
ち
や
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
中
の
お
ば
ち
ゃ
ん

み
た
い
に
、
親
切
に
し
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。
そ
の
機
会
は
す
ぐ
に
や
っ

て
き
ま
し
た
。

　

指
の
骨
の
様
子
を
レ
ン
ト
ゲ
ン
で

見
る
た
め
に
、
待
合
室
の
ベ
ン
チ
に

す
わ
っ
て
待
っ
て
い
る
と
き
の
こ
と

で
す
。
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
く
り
歩
い

て
待
合
室
に
入
っ
て
き
た
お
じ
い

ち
ゃ
ん
を
見
つ
け
ま
し
た
。
待
合
室

の
い
す
は
、
お
年
寄
り
の
方
ば
か
り

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
そ
の
方
は
、

た
ぶ
ん
か
ら
だ
が
悪
く
な
さ
っ
て
い

て
、
立
っ
て
待
つ
に
は
つ
ら
そ
う
で

し
た
。ぼ
く
は
、手
だ
け
の
ケ
ガ
だ
っ

た
の
で
、
そ
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
い

す
を
ゆ
ず
り
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
は
、
う
れ
し
そ
う
に
、
ゆ
っ
く
り

と
腰
を
下
ろ
さ
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
結
構
自
然
に
出

来
ま
す
。
母
の
影
響
も
大
き
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

母
は
、
と
て
も
行
動
的
で
す
。
ぼ

く
が
い
す
を
ゆ
ず
っ
た
そ
の
日
は
、

す
も
う
大
会
の
日
で
し
た
。
母
は
、

色
紙
を
買
っ
て
き
て
言
い
ま
し
た
。

「
知
君
の
気
持
ち
を
み
ん
な
に
伝
え

た
ら
？
」
ぼ
く
は
、
色
紙
に
ぼ
く
の

そ
の
日
の
写
真
を
貼
っ
て
、
マ
ジ
ッ

ク
で
「
気
合
」
と
書
き
ま
し
た
。
み

ん
な
に
「
ぼ
く
の
分
も
が
ん
ば
っ

て
！
優
勝
し
て
ほ
し
い
！
」
と
い
う

気
持
ち
を
こ
め
ま
し
た
。
そ
の
日
、

ぼ
く
た
ち
５
年
生
は
優
勝
し
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
入
院
中
で
応
援
す
ら
行
く

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
け
ど
、
そ
れ

を
聞
い
た
と
き
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

退
院
し
て
学
校
に
来
た
と
き
、
大
会

の
日
の
応
援
の
様
子
を
写
真
で
見
ま

し
た
。
ぼ
く
の
色
紙
を
一
番
前
で
か

か
げ
て
、
友
だ
ち
を
応
援
し
て
い
る

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
写
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
る
で
、
一
緒
に
い
る
よ
う
で
し
た
。

「
ぼ
く
は
、
５
年
生
の
仲
間
だ
」
と

思
え
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
思
い
ま
し
た
。「
こ
ん

な
ふ
う
に
、
地
球
上
の
み
ん
な
が
、

い
ろ
ん
な
人
の
互
い
の
気
持
ち
を
大

切
に
し
て
行
動
す
れ
ば
、
知
ら
な
い

人
だ
っ
て
仲
良
く
な
れ
る
」
と
。
み

ん
な
が
仲
良
く
な
れ
ば
、
社
会
は
う

ん
と
明
る
く
な
る
の
じ
ゃ
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

代
々
の
笛
師高

木
家

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

入
院
し
て
学
ん
だ

　
　

ふ
れ
あ
い
の
温
か
さ

迫
水
小　

前
川
知
賢

（
平
成
19
年
度
卒
） 36

舞
ふ
そ
て
（
袖
）
も
長の
ど
か閑
成な
り
、
雲
井

の
春
や
千
と
せ
を
み
す
ら
む
」
を
下

賜
さ
れ
、
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。（
写
真
）

　
忠
利
は
、寛
永
十
四
（
一
六
三
七
）

年
の
「
天
草
・
島
原
の
乱
」
に
、
治

兵
衛
を
連
れ
て
出
陣
、
軍
陣
方
の
笛

を
勤
め
さ
せ
、
以
後
は
必
ず
武
具
と

笛
を
も
っ
て
参
陣
す
る
こ
と
、
ま
た

「
笛
一
道
」
を
子
孫
に
伝
え
る
こ
と

を
命
じ
ま
し
た
。

　
治
兵
衛
・
甚
三
郎
父
子
は
、
代
々

細
川
家
の
慶
事
で
能
楽
の
笛
を
執

行
、
細
川
光
尚
・
綱
利
に
も
厚
遇
さ

れ
、
治
兵
衛
は
隠
居
後
「
譲
音
」
の

号
を
も
ら
い
ま
し
た
。高
木
家
に
は
、

寛
文
元
〜
天
和
二
（
一
六
六
一
〜

八
一
）
年
ま
で
の
『
御
能
番
組
』
が

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
文
責
）
社
会
教
育
指
導
員堤　

　
克
彦 扇面和歌と笛（高木家所蔵）

「
水
泳
教
室
」生
徒
募
集

菊
池
ス
イ
ミ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
生
徒
募
集

プ
ー
ル
監
視
員
を

募
集
し
ま
す

名　　称 菊池市営菊池プール 菊池市泗水Ｂ＆Ｇ
海洋センタープール

菊池市旭志Ｂ＆Ｇ
海洋センタープール

期　　間 ６月１日（日）
　～９月 15日（月）

６月１日（日）
　～９月 15日（月）
夜間は７月１日
　～８月 25日まで

６月１日（日）
　～９月 15日（月）

開
場
時
間

午前 午前９時～正午 午前９時～正午 午前９時～正午

午後 午後１時～午後６時 午後１時～午後５時 午後１時～午後５時

夜間 × 午後６時～午後９時 午後６時～午後９時

休 館 日
なし　ただし、夏休みの
期間中以外の月～金の小
学生の入場は保護者の同
伴が必要

夏休み期間中休館日なし
上記以外毎週月曜・第３
日曜

毎週月曜

問い合わせ先 社会体育課
☎（25）7234

泗水分室教育課
☎（38）2258

旭志分室教育課
☎（37）3111

※講座開催のため使用できない時間帯があります。詳しくは、各問い合わせ先で確認してください。

夏はもうすぐ！
市内プールがオープンします

22｜広報きくち｜2008 MAY

INFORMATIONおしらせ

23 広報きくち｜2008 MAY｜

INFORMATIONおしらせ


